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【はじめに】有機分子/金属系の STM 誘起発光では基板表面に発生するプラズモンを介した発光が観測され

るが、そのメカニズムは複雑でいまだ解明には至っていない。特に興味深い現象として HOMO-LUMO ギャ

ップ以下のバイアス電圧を試料に印加した場合であっても HOMO-LUMO ギャップに対応した発光が得られ

ることが報告されており、発光強度の電圧依存性から三重項を経由した二段階励起の発光モデルが提唱され

ている[1]。しかしながら一般に三重項への遷移は禁制とされており、さらなる検証が必要不可欠である。そ

こで本研究では金基板上に蒸着されたフタロシアニン分子を対象として STM 発光スペクトル強度の電圧お

よび電流依存性の詳細を解析した。 
【実験方法】試料は銅フタロシアニン( CuPc )、亜鉛フタロシアニン( ZnPc )をマイカ上のAu(111)基板上へ真空蒸着することにより作製した。STM

観察条件は室温、窒素雰囲気中、探針にはPtIrを用い、光の検出はPeltier 冷却CCD で行い，トポグラフ観察とCCD 露光は同時に開始/終了させた． 

【結果】図 1 に ZnPc で得られた結果の例を示すように、両試料とも、STM 発光強度の電流依存性は線形となった。提唱されている二段階励起モ

デルから発光強度の電流依存性は二次曲線になると予想されたがそれに反し線形を示した結果はこの発光メカニズムがきわめて複雑なものであ

ることを示唆している。講演では電圧依存性も併せ、発光メカニズムのより詳細について議論する予定である。 
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図 1. STM 発光強度の電流依存性 


